
≪10月の予定≫ 

１日（火）冬服着用 
４日（金）全校集会・読書感想文表彰 
５日（土）進学説明会（１・２年保護者対象） 
６日（日）第一種電気工事士試験 
     三級自動車整備士第一回登録試験 

１０日（木）後継者育成事業体験（Ｌ２年） 
１５日（火）第２学期中間試験（～１７日） 
１９日（土）電卓計算能力検定（全経） 
２０日（日）電気電子工作広場 2013・デッサン講習会・第１回入試相談会      
２６日（土）ネイリスト技能検定                      Ｄ２－２ 並河ひとみ  
３０日（水）中学生の主張コンクール 

 

  

   

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

   

 

  

 

 

 

 

 

 

就職試験解禁 
リーマンショック後に続いた厳しい経済状況

は、政権交代後の「アベノミクス」で、少しず

つ好転しているように思われます。 

 厚生労働省では、公共職業安定所（ハローワ

ーク）における求人状況について、平成 25 年

7 月の数値でみると、有効求人倍率は 0.94

倍、新規求人倍率は 1.46 倍となりました。た

だ、栃木県の有効求人倍率は 0.84 倍で、依然

として厳しい状況が見られます。 

作新学院の求人社数は５６２社、求人件数は

７２０件を超えました。生徒たちは、その中か

ら、自分が希望する会社や職種を見つけ、夏休

み返上で会社説明会、就職補講（面接指導・履

歴書作成）など、就職活動を行いました。 

就職希望者１８６名のうち、１４４名が応募

し、９月１６日からの入社試験に臨みました。

日頃の指導の結果と自分の力を信じ、良い報告

ができることを期待しています。 

        就職指導委員長 大房 義弘 
 

創立１２８周年記念文化祭 
 ９月６日（金） 

・７日（土）の 

２日間、天候の 

心配もある中、 

文化祭を無事開 

催することがで 

きました。購買 

部門では５つの 

コンセプトに沿    開会式ステージ 

情報科学部だより 平成２５年度 第５号 平成２５年１０月１日 

□編集係から 

季節は残暑から本格的な秋へ！ 情報科学

部にとっては、就職・進学決定の秋、そして

収穫（資格取得・受賞）の秋！  

１０月、１１月は、3 年生にとっては大切

な進路決定があり、また全学年で、各種検定

試験やコンクールが数多く実施されます。こ

れまでコツコツと勉強してきたことや、何度

も何度も失敗しながらも、最後まで諦めずに

努力してきた成果を、しっかり結果（形）に

残してください。 

高校総体優勝 
おめでとう 日本一！！ 

８月１日～３日 

にかけて長崎県で 

行われた、平成 25 

年度全国高校総合体 

育大会自転車競技大 

会「吹きわたれ若人 

の風」女子ケイリン 

において、Ｌ３年１組 福田礼佳さんが、みご

と優勝しました。福田さんは作新に入学してか

ら、男子部員なみの練習をし、時にはタイムが

上がらず悩んでいることもありましたが、今回

は自分を支えてくれた多くの人に感謝の意味も

こめて頑張りたいと試合に臨み、成果を出すこ

とができました。 

 

（財）関東電気保安協会主催 
高校生作文コンクール 奨励賞受賞 
電気に関わる夢や 

アイディア、研究、 

考察などをテーマと 

した作文コンクール 

においてＥ３年１組 

の柳田裕貴君が奨励 

賞を受賞しました。 

このコンクールは未来の電気保安を担う電気技

術者の育成を目的とし、工業高等学校電気科、

またはこれに相応する学科に在学中の高校生を

対象としたものです。 

柳田君の題目は「新エネルギーについて」。

地球温暖化をはじめ、ＣＯ２排出や原子力などの

さまざまなことが問題視されているなか、「エ

コ」の観点から、新エネルギーについて考察し

ています。特に、振動発電に注目し、この発電

方法を発明し、実用化した速水浩平さん（英進

部Ｈ１１年度卒業生）の偉大さを実感するとと

もに、自分の考えと関連づけながらまとめてい

きました。未来の電気技術者としての活躍が期

待されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

情報科学部での高校生活は 

“生き方探しの３年間” 

作新学院高等学校 情報科学部 

って各クラスが販売を行いました。ステージ部 

門では、『長州小力』や『とちおとめ２５』、

『宮リーちゃん』 

などもゲストとして 

参加していただき、 

グラウンドは２日間 

ともたくさんの来校 

者で埋め尽くされて 

いました。今回は、 

３年間の中で、私の   美術デザイン科展示 

一番印象に残る文化祭となりました。このすば

らしい文化祭を、来年につなげることができた

ら良いと思います。 

 皆様のご協力、ありがとうございました。 

           生徒会長 狐塚 彪流 

第 37回 全国高等学校 
総合文化祭に参加 

写真の作品は、2012年 12月に行われた

第 44回栃木県高校デザイン展において、最

優秀賞を受賞したD3年 1組塚原彩香さんの

作品「白濁」です。今年 

の７月 31日～8月 4日 

に長崎で行われた全国 

大会に出品しました。 

総文祭では、全国から 

選抜された絵画、デザイ 

ン画、彫刻、陶芸等 400 

点を超える作品が集まり、 

長崎県美術館に展示され 

ました。その中でも塚原さんの作品「白濁」

は、一際目を引いていました。 

なお交流会では、全国の高校生と協力しア

イデアを出しながら長崎凧を制作し、空高く

揚げました。今後の作品制作が楽しみです。 

 

 
   

宇都宮餃子 
日本一奪還計画に参戦 

Ｌ３年１組では生徒達の発案により、地域

産業に貢献しようと文化祭を通し宇都宮餃子

日本一奪還計画に参加しました。文化祭では

「餃子愛」をテーマに、餃子販売を通して宇

都宮餃子の消費拡大に協力しました。 

また、文化祭終了後も地域貢献に努め、宇

都宮餃子消費量日本一奪還推進委員会と協力

した「広げよう“宇都宮餃子”宇都宮餃子消

費拡大キャラバン」を 9 月１２日、宇都宮

市内のたいらやで行いました。 

なお、その様子は、ＮＨＫテレビ（とちぎ

６４０）でも放映され、また下野新聞にも大

きく掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｌ３年１組の生徒たち 


